
「植物生理学　」

つくば生物ジャーナル　Tsukuba Journal of Biology (2004) 3,350 （C）2004　筑波大学生物学類

平成15年度3学期　生物学類授業評価

回答者数：9名　履修申請生物学類生数：52名　（回答率17％）

改善するべき点

担当教官のコメント

・他の授業と違い結果を話すのではなくそれにいたる経緯、

手法をはなしてくださる点。�

・分かりやすく、興味が持てる内容だった。�

・一つの事象を、それに行き着く過程まで交えて丁寧に説

明してくださり、ストーリー的でとても理解しやすく、

また楽しかった。�

・関連する論文をいろいろ配布してくださったので家でも

勉強できて良かった。�

・実験と考察の過程を織り交ぜながら授業を進めてくださっ

たので、とても面白かったですし、応用的な考え方が身

についたと思います。毎回、前回の復習をしてから、本

日の内容にうつってくださったので、とてもよかったです。

本講義では、植物生理学Iで基礎的な知識をきちんと身につけたことを踏まえ、植物生理学上重要ないくつかの話題を

取り上げ、研究手法や考え方がどのように時代とともに変遷し、現在の研究状況に至ったかを理解してもらうことを主

要な課題としていますので、講義で習うことばかりでなく、受講生自らが、自分でさまざまな研究課題を設定し、自ら

実験をすることを想定しつつ勉強する態度で講義に臨んで欲しい。内容的には年ごとに変化していきますが、できるだ

け受講生の興味を引くよう担当教官としても努力していきます。

・経緯を話してくださるので話がどんどん変わっていき頭

が混乱する。�

・最初のトピックについての話でほとんど終わってしまった。

・説明のスピードが少し速く、理解できぬまま進んでしま

うことがあった。

良い 普通 良くない

8 01

興味深さ

良い 普通 良くない

8 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

5 04

話し方・速度

良い 普通 良くない

5 04

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

5 04

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

5 04

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

6 03

あなた自身の
満足度

良かった点

350


